
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

印度學佛敏學研究第 64巻第 1号　平成 27 年 12 月 （185）

大乗涅槃経 と説
一

切有部

平　岡 聡

O． 序

　 平川彰が提唱 した画期的 な在家仏塔起 源説 に よ り，
一度 は 決着 した か に み えた

大乗仏教 の 起源 も， そ の 後の 研 究 の 進展 に よ り様々 な問題 点が 指摘 され，大乗仏

教起源の 問題 は新 た な局面 に入 っ た ．在家者が 大乗仏教の 毛導者 で ある とい う平

川 説は見直 され， ふ た た び出家者 （ある い は部派） との 関連 で 大乗 の 起源 が 問われ

る ように な っ た． た とえば法華経 は ，説一切有 部の 文献 と深 い 関係が多 く確 認 さ

れ る
一

方， 法華経所収の ジ ャ
ー タ カは大衆部系 の 仏伝 『マ ハ ー ヴ ァ ス トゥ』 の 伝

承 と一 致す るの で （平岡 ［2012 ：248−253］），単純 に 単一 の 部派 と単一 の 大乗経典 を

直線的 に結びつ ける こ とは 危険で ある ．

　で は ， 同
一

の 大乗経典 に複数 の 部 派の 文献伝承 が確認 され る と して， しか もそ

れが 大乗経典全般 に見 られ る共通の 特徴 とする な ら， こ の事実か ら， 大乗経典の

創作に関 して どの よ うな仮説が 成 り立 ち うるで あろ うか ． こ こ で は， そ の 前段の

作業 と して ， 法華経 に 続 き， 大乗涅槃経 と部派の 関係 を問題 に す る が ，本経 と大

衆部 との 関係 につ い て はす で に下 田 ［1997：254−256，　323−419］ に よ っ て 考察 され

て い るの で ，
こ こ で は大乗涅槃経に見 られ る説

一
切有部の伝承 を中心 に考察する．

1． 大乗涅槃経と説
一

切有部の 接点 （必要条件を満たす用例）

1．1．天 人五 衰の 内容と順番

　臨終間近 の 天 子 に五 つ の 兆候が現 れ る とい う天人五 衰の 用例 を検討す る， こ れ

は様 々 な資料 に 散見 し， その 内容や 順番 に は違い が 見 られ る が， まずは 当該の 大

乗涅槃経 で説か れ る天人五衰 の 用例 を確認 して み よ う．

釈提桓因命将欲終 有五 相現
一

者衣裳垢膩．二 者頭上花萎，三者身体臭穢．四者腋下

汗 出．五者不 楽本座． （xii　478a25−28）
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　で は こ の 天 人 五衰 の 内容 と順 番を以下 の 諸 資料 と比 較 して み よ う． 出典お よび

内容 ・順番は以下 の とお りで ある．

出典

　  大 乗 涅槃 経 （xii・478a25−28）   D 妙 ．（  57．18−22；  193．20 −24）   倶舎論 （AKBh

　 157．9− 11）   『大毘 婆沙論』 （xxvii　365b4−7）   ltivuttaka（76．13− 17）

内容 と順番

　 　 　 　 　　 　衣裳　　　華蔓　　　悪臭　　　発汗　　　座 席

　   　　　　　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5
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  　　　　　 1

  　　　　　 1

  　　 　　　 2
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　 こ の 他 に も， 天 人 五衰の 用例 は 『増
一

阿含経』（ii　677b2g．c3；ii　693c11．14；ii　814c7−

17）， 『仏本行集経』 （iii・676c21−24）， 『摩訶摩耶経』 （xii　lOl2al6− 18）， 『法句譬喩経』

（iv　575b16− 18）， そ して 『過去現在 因果経』 （iii・623b13 − 14）に も確認 で きる が， 大乗

涅槃経 の用 例 は こ れ ら とは別伝承で あ る （平岡 匚2002：213−215］）．

　と もか く， 大乗涅槃経は有部系の 説話文献 D 砂 ，と ピ ッ タ リ
ー

致 し， また 説
一

切有部系の 論書で ある 『大毘婆沙論』や 倶舎論と も極め て 近 く， 説
一

切有部の 伝

承 を大乗涅槃経が 継承 して い る こ とが分か る ． た だ
， 大衆部 など他 部派 における

天 人五 衰の 伝承 （内容 と順番）が 明 らか で は ない の で ，
こ れ だけ をも っ て大乗浬槃

経が説
一

切有部 の伝承 を保持 してい る とは即断で きない ．

1。2．天子の 御礼参

　説
一

切有部系の 説話文献に は有部固有の 様 々 な定型表現が説か れて い る が， そ

の
一

つ に 「天 子の 御礼参」（平 岡 ［2002：164− 165］）が あ る． こ れ は 「〔天 に〕生 まれ

変わ っ た天 子や 天女は直ちに 〈（1）何処か ら死 没 したの か ， （2）何処 に生 まれ変

わ っ た の か， （3） どの ような業 に よ っ て か 〉 とい う三 つ の 心 を起 こ す こ と に な っ

て い る」 （dharmata  alu　devaputrasya　va 　devakanyakaya 　vaci 「oPaPannasya 頃 ηi　ci甑 ny 　utPad −

yante  ta≦cyu 岫   “・papannab　kena　ka  apeti） とい うもの で あ るが ，
こ れに 類似 した

用例 が大乗涅槃経に 確認で きる の で ，紹介 しよ う．

諸婆羅門命終之後生阿鼻地獄 ．要有三念 ，二 畳 自m a ．即便自知従人 道

中来．≡者自念 我全亘噬 是何処．即便 自知是阿鼻獄．三苴自p m 生 些．即

便 自知乗謗方等大乗経典不信因縁．為 国主所殺而来生此． （xii　460a5 − 11）

た だ し，
こ こ で はバ ラ モ ンが 地獄 に再生 した ときの 表現で あるた め ， 説

一
切有
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一
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部の 定型 表現 とま っ た く同 じ とい うわ けで は な い が ， 内容的に は極め て近 い ． た

だ し， 他 部派 の 文献 には 同様の 用例 が見 い だせ ない の で （平 岡 ［2002： 196− 197］），

こ れ が 説
一 切有部の 伝承の み と一 致 し ， 他 部派 の 伝承 と一 致 しない こ とは確認で

きず， よ っ て こ の 用例 は必要条件 しか満 た して い ない ．

2． 大乗涅槃経と説
一

切有部の 接点 （必要十分条件を満たす用例）

　先 ほ どみ た用 例 は， 説
一

切 有 部 との 接 点 は確認 で きた が ，他 部派の 伝承 とは 異

なる こ とが論証 で きなか っ たの で ，必 要条件 は満た して い た が ， 十分条件 に は な

りえなか っ た． そ こ で 次に 必要 に して か つ 十分 な条件を満た して い る と考え られ

る用例 を二 つ 取 りあげる ．この 二 つ の 用例の 利点 は ，現存す る各部派 の 律文献 （お

よびそ れ に類する文献）すべ て に同 じテ
ー

マ の 話が見 られ る の で ， 大乗涅槃経所説

の 用例 と広律すべ て との 比較が可能 な点に ある ．

2．1．梵 天勧請 ：説法 を決意 した理 由

　大乗涅槃経には仏伝の 梵天勧請に関する話が見 られ る が ，
こ れ は 『摩訶僧祗律』

と 『十 誦律』を除 く現存の 広 律すべ て に説か れ て い る （平 川 ［2000：98− 100］）．大衆

部の 伝承は 同 じ系統の 仏伝 Mu ．で ， また 『十誦律』 も同 じ系統の 根 本有部律 で カ

バ
ー

す る と して ， こ こ で は梵天勧 請の うち ， ブ ッ ダが 説法を決意 した理 由に注 目

して み よ う． 以下，大乗涅槃経 と広律 の 内容 を順 次紹介 する．

大乗涅槃経

　梵王復言．世尊
一

切衆生凡≡≡種 所謂利根中根鈍根．利根能受．惟願為説．仏言．梵Z ．

　諦聴諦聴．我今当為
一

切衆生開甘露 門． （xii　528b27 −29）

『ノ X
’ − 1丿律蔵』

　梵天 は言 っ た，「世尊よ
， 法をお説 き下 さい ．善逝 よ，法 をお 説き下 さ い ．有情の 中に は

　塵垢の 少な い 者 もお ります． もし も法を聞かなか っ た ら退堕 しますが， 〔法 を聞けば〕覚

　りを得るで し ょ う」と．（Vinaya　i　5．24−26）〔世尊は 〕仏眼で 世間を観察 され る と，有情の

　中 には ， 塵垢の 少ない 者 と塵垢 の 多い 者，利根の 者 と鈍根 の 者，相貌の 善い 者 と相貌の

　悪 い 者，理解力の 優 れ た者 と理解力の 劣 っ た 者が お り， またある者 は 来世 と罪過 に恐 怖

　 を認めて時を過 ご して い るの を見 られた．見終わ っ て t 梵天に 偈を以て 説かれ た．「甘露

　の門 は開か れた り，耳ある もの は聞け」． （vanaya　i　7．24−7．5）

『マ ハ ー ヴ ァ ス トゥ 』

　（梵天は有情 の 機根 に は言及せず，た だ説法を懇願する と
，

ブ ッ ダは 仏眼で 世間を観察

　し，こ う考 えた．）〈私は法を説 くべ きか，あるい は説か ざるべ きか．〔説い て も〕虚偽 に

　安住せ る 集団は こ の 法 を理解 しない だ ろ う．私 は法 を説 くべ きか ，ある い は説か ざ るべ

　きか ．正 義に 安住せ る 集団は こ の 法 を理解す る だろ う． どち らに も確定 して い ない 集 団
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　 は， もし彼らに法を説けば理解する だろ うが，説か なければ理解 しない だ ろ う〉 と．そ

　 こ で 世尊は どち らに も確定 して い ない 集団を考慮 され，（中略）法輪 を転ず る こ とを大梵

　 天 に約束 され た． 「私 は不 死 へ の 門 を開 け り⊥ （Mv ．　iii　318．9−319．3）

『四分律』

　梵天復 白仏 言． （中略）世 間亦有垢薄聡 明衆生易度者．能滅不善法．成就善法． （中略）

　爾時世尊受梵天勧請已， （中略 ）以仏眼 観察世 間衆生．世 間生世 間長．少垢多垢．利根鈍

　根 ．易度難度．畏後世罪能滅不善法．成就善法．爾時世尊即与梵天而説此偈．梵天我告

　 汝 今開甘露門 （xxii 　787al2−b2）

『五分律』

　 （梵天 ）白仏言．惟願世尊．哀愍衆生時為説法． 自有衆生能受仏教．若不聞者便当退落

　 （中略）爾時世尊黙然受之．即以 仏眼 普観世 間見諸衆生根有利 鈍． （中略）甘 露今当開

　
一

切 皆応 聞 （xxii 　103c24− 104a9）

根本有部律

　 〔梵天 は言 っ た ，〕「〔有情の 中に は 〕利根の 者 ， 中根の 者， 鈍根の 者もお ります．容姿は

　素晴 らし く， 教導 しや す く，〔心の 〕塵は 少な く， 生 まれつ き 〔心の 〕塵が 少ない 者た ち

　 も，正 しい 法を聞か なけれ ば堕落 して しまい ます．世尊は法を説示 して ください ，善逝

　 は法を説示 して ください ．法宝 を理解する者たち もきっ とい るはずで す」 と，その とき ，

　世尊はこ う考え られ た．〈私は 自ら仏眼 を以 て 世間を観察 しよう〉と．世尊は 自ら仏眼を

　以 て 世間を観察された．世尊が 自ら仏 眼を以 て世 聞を観察されて い る と， （中略）利根の

　者，中根の 者，鈍 根の 者 もお り，容姿は素晴 ら し く，教 導 しやす く，〔心 の 〕塵 は少 な

　 く，生 まれつ き 〔心 の 〕塵 が少 な い 者た ち も，正 しい 法 を聞か なけれ ば堕落 して しまう

　 の を見 られ た ．見 られ る と，彼 に は有情 に 対す る 大悲 が 沸 き起 こ っ て きた ， （SBhV

　 129．18− 130．6＞

で は こ れ を踏 まえ，各資料で 有情が何種類 に分類 され， また ブ ッ ダは そ の うち

どの有情 を対象に して 説法 を決意 したか を まとめ る と， 次の よ うに なる ．

大乗 涅槃経 ： 三 種類 （利根 ／中根／鈍根 ） → 　利根

『パ ー
リ律蔵』：二 種類 （利根／鈍根）　 → 　利根

『マ ハ
ー

ヴ ァ ス トゥ』： 三 種類 （利根／ 中根／鈍根） → 　中根

『四 分律』：二 種類 （利根／鈍根）　 → 　利根

『五 分律』： 二 種類 （利根／鈍根）　 → 　利根

根本有部律 ： 三 種類 （利根／中根／鈍根） → 　利根

　こ の 比 較か ら明 らか な よ うに，表現そ の もの が 近似 して い る訳 で は ない が ，有

情を 「三種類」に分類 し， その うちの 「利根者」を対象に 説法を決意 した と説 く

大乗涅槃経は，根本有部律の 伝承に
一
致する．
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2．2． 給孤独長者入信説話

　 題材 として取 りあげるの は給孤独長者の 入信説話で あ る． こ の 用例 も， 現存す

る 各部派 の 律文献すべ て に 給孤独長者の 入信説話が 見 られ る の で ， そ れ ら と大乗

涅槃経所説 の 用 例 を比 較考 察で きる とい うメ リ ッ トが ある 、

　 問題 に す る 部分 は ， 給孤独長者が 仏教 と最初に縁 を持つ 場面で あ る． 給孤独長

者が所用で ラ
ー ジ ャ グ リハ の 知人宅で 止宿 して い た と き， 翌 日にブ ッ ダお よび僧

伽 を食事 に招待す る こ とに な っ て い た そ の 知人 は準備 に取 りか か っ て い た． 何の

準備を して い るの か と給孤独 長者が 質問する場面 か ら注 目す る ．

大乗浬槃経

　 長 者答言．不也居 士．我明請仏無上法王．須達長者entit4reEEEIg，尋復問言．何等

　 名仏 ．長者答言．汝不聞耶，迦 毘羅城有釈種子 ，字悉達多姓瞿曇氏父名 白浄．其生未久

　 相師占之 定当得作転輪聖 王．如菴羅果已在手中、心不願楽捨之 出家 無師自覚得阿耨

　 多羅三 藐三 菩提貪恚痴尽 （中略）故号為仏．明受我請．是故怱怱未暇相瞻．（xii　540c2− 14）

『パ ー リ律蔵』

　 「私 は盛大 な献供 を催 すの だ よ，明 日， ブ ッ ダ を上 首 とす る僧伽 を招待する の だ⊥ 「長者

　 よ，あなた は ブ ッ ダ と言われた な⊥ 「長者よ，私は ブ ッ ダ と言 っ た ⊥ 「長者よ
， あなた

　 はブ ッ ダ と言 われ た な⊥ 「長者 よ，私 はブ ッ ダ と言 っ た」．厂長者 よ，あなた は ブ ッ ダ と

　 言 われ たな」．「長者よ ，私は ブ ッ ダ と言 っ た」，「長者 よ， こ の ブ ッ ダ ，ブ ッ ダ とい うの

　 は その 音で さ え世間に おい て 得難い もの だ．長 者 よ ， 今 ， か の 世 尊 ・阿羅漢 ・正等覚者

　 に 見え る ために ，詣で る こ とはで きるで あろ うか⊥ （vanaya　ii　155．19−27）

『摩訶僧祗律』

　 我今灑掃厳飾．正欲請仏及僧．是故怱務．那抵 聞已 ．心大欣 悦 E 即便 問言 ，我欲礼覲可

　 得見不，答言．可見． （xxii 　415blo − 12）

『四分律』

　 我欲設大祠．請仏及僧千二 百五 十 人倶，彼 沙門瞿曇．有如 是大 名称 ．号 日如来 （中略）．

　 給孤独食間言．審是仏耶．答言．審是仏．再三 問亦再三答 審是 仏．時 給孤独食再≡i問

　 已，問言．仏在何処，我今欲往 問訊 　（xxii 　g38c2−9）

「五分律』

　仏出於世有大威徳．其諸弟子亦皆如是．我今請之故設此供．所以不獲出相迎耳．須達多

　 言．我亦聞有仏 当出於世．号如来 （中略 ）．汝今所請為是 仏 耶為非仏耶 ，答言是仏．又

　 問．今在何処． （xxii 　166。 16−22）

『十誦律』

　 請仏及 僧明 日食 故作大施会．給孤独氏 叨 耳 ム　．心豈 毛竪．問言．何人是仏．居士答

　 言．有釈王太子．以信出家得無上道．故号為仏 ． （xxiii　243c28−244a2 ）

根本有部律

　 「ブ ッ ダを上首 とする比丘の 僧伽 を食事 に招待 したの だ よ」 と，給孤独長者は，全麺 聞
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い た こ との なか っ た 　ブ ッ ダ 　とい
’

土 を 耳 い て 　全 　に ，．．肌 が 立 っ た （buddha　ity

agrutapUrvarp 　ghosarp　grutva　sarvaromakiipdny …al1；stani）．彼は毛穴を粟立て る と，そ の 長者 に

言 っ た ．「長者 よ ， そ の ブ ッ ダ とは どの ようなお方だ」と，「長者よ ， それ は沙門ガウ タ

マ の こ とで ，彼は シ ャ
ーキ ャ族の 家系の 出身で ，髪と髭とを剃 り落とし，袈裟衣 に身を

包 んで ，正 しい 信念 を以 て 家持 ちの 状態か ら家な き状 態 へ と出家 され たの だ．彼 は無上

正 等菩提 を正等覚 しされ たが ，長者よ，彼 をブ ッ ダ とい うの だ⊥ （SA　V 　14、28−15．4；　cf ．　SBh　V

166．33− 167．7）

　注 目すべ きは ， 知人の 長者か ら 「ブ ッ ダ」 とい う言葉 を聞い たと きの 給孤独長

者の 反応で ある．大乗涅槃経は下線で 示 した ように 「初聞仏名身毛皆竪」とあ る．

つ ま り， 初め て 厂ブ ッ ダ」とい う名を 聞い て 身体 に 鳥肌 を立 て て い るが ， こ の 反

応 は きわめて 感性 的 ・パ トス 的で ある こ とが分か るが こ れ と同様 の 用 例 は ， 『十

誦律』 と根本有部律 に しか見 られ ない ．

　 『パ ー リ律蔵』で は給孤独長者は ブ ッ ダの こ とをすで に知 っ て お り， また そ の 直

後 に は ブ ッ ダの こ とを 「世尊 ・阿羅漢 ・正 等覚者」 と言い 換 えて い る の で ， 彼 は

ブ ッ ダの 意味内容 を把握 して お り， そ の 理 解は悟性的で あ る． 『摩訶僧祗律』で

は ， ま っ た く 「ブ ッ ダ」に特別 な意味を認め て お らず ， た だ長者の 言葉を 聞い て

給孤独 長者が 喜ん だ とす るの み で ， 『パ ー リ律 蔵』の 伝承 と も
一

致 しない ．

　 『四分律』で は，給孤独長者が 長者 に 同 じ事 を三 度尋 ね，その 長者が 三 度同 じ答

え を して い る の で
，

こ の 部分 は 『パ ー
リ律蔵』の 伝承 に

一 致する もの の
， 「ブ ッ

ダ」に特別 な意味 を認め て い ない ． 『五 分律』で も， 給孤独長 者はブ ッ ダの こ と を

す で に知 っ て お り， 直後に如来の 十号 を以 て 言 い 換えて い る の で 。 こ こ で 見 られ

る 給孤独長者の ブ ッ ダの 理解は悟性 的な もの と言 える ．

　 とい うわ けで ， 大乗涅槃経所説の 給孤独 長者入信説話 は説
一

切有部が 伝侍する

律の 伝承 との み
一

致 し，他の 部派の 諸律 とは
一

致 しない こ とか ら，給孤独長者入

信説話 に関 して は， 大乗 涅槃経 は説
一

切有部の 伝承 を承 けて い る こ とが 分か る の

で ある ．

3． 小結

　 まとめ に 当た り， まず は下田 ［1997： 156］ に基づ い て 大乗涅槃経 とい う文献の

問題点を確認 して お く．本経 に は 3本 の 漢訳 が あるが ， こ の うち重要 なの は曇無

讖訳 『大般涅槃経』40 巻 と法顕訳 『大般泥沍経』6 巻の 二 本 で あ り， 蔵訳は法顕

訳 『大般泥沮経』お よび曇無讖訳 『大般涅槃経』の 前 10巻に相当する． つ まり，

曇無讖訳の 第 11〜 40 巻 に 対応する 蔵訳は ない ． こ の こ とか ら，曇無讖訳 の 第 1〜
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10 巻 まで は イン ド成立 で ある こ とに異論は ない が，そ れ以 外の 部分 につ い て は 中

国で の 増広 の 可能性 もある と して
， 下 田 は慎重 な態度を保持 してい る．

　 今 回 こ こ で 考察 した用 例 はすべ て 曇無讖訳 『大般涅槃経』 の 第 11 巻以 降で あ

り， イ ン ドで の 成 立が 確実で ない 部分で あ る， 今回 の 考察が 今後 ， 大乗涅槃経 の

成立解明 に向けて 寄与する とこ ろが あれ ば幸い で ある． で は， こ れ らが イ ン ド撰

述 で ある と した場合， どの よ うな仮説 が成 り立つ だ ろ うか．法華経 は説
一

切有部

の 文献 との 深 い 関係が 確認 さ れ る
一

方 で ， 大衆 部系 の 『マ ハ
ー ヴ ァ ス トゥ 』 と一

致する 用例 も散見 した． 同様 に， こ こ で 取 りあげた 大乗涅槃経 は大衆部との 深い

関係が指摘 される 一方 で
， 説一切有部の 伝 承を反映 した 用例が確認され た． こ れ

は 一体何 を意味 して い るの か ． こ の よ うな事実か ら導き出せ る可能性 は，少 な く

と も二 つ ある．

　
一 つ は， 大乗経典が 単一

の 部派の 出家者 に よ っ て 創作 され た の で は な く， 部派

を越 えた 出家者た ちが 複数関与 して大乗経典 を作 りあげた とい う可能性で ある．

もう
一

つ は，単
一

の 部派が ある特定の 大乗経典 を創作 したが， 部派 を越 えて 仏典

の 閲覧がで きた可能性 で ある． 本庄 ［2011：178− 182］ は大乗教徒が 大乗仏典 を作

成す る にあた り， 部派仏教 の 三 蔵すべ て を利用 する こ とが で きた の で は ない か と

い う推測 に基づ き ， 大乗仏典作成 の 論理 的 ・教 団的環境 を考察 して い る． 下 田

［2011：59］ は大乗仏 教 出現の 背景 と して ，経典の 伝承が 口伝 か ら書写 に移行 した

こ とを重要視 し ， 「閉 じた共同体の 存在を前提 とする 口頭伝承 に おい て は異なる伝

承の 融合は起こ りに くい ． けれ ど も伝承 が書写 され ， 写本 とい う同一次元 に投射

され た と き， 諸系統の 伝 承は 同等の 権利 を もっ た 仏説 と して ， 相互 に参照 され あ

う関係に立つ 」 と指摘 する．

　以 上 の 考察か ら， 単純 に単
一

の 部派 と単
一

の 大乗経典 を直線的 に結 びつ け る こ

とはで きず， 大乗経典創作 の 背景 に は上 記 の 二 つ の 可能性 に加 え ， さ まざまな可

能性 を視野 に入 れ て考察 しない と， 大 きな陥穽に陥 る こ とに なる だ ろ う．

〈
一
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